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環境研究機関連絡会成果発表会

－環境研究の連携をめざして－の開催

企画調整部 研究企画科

農環研が事務局を務める環境研究機関連絡会の

初めての成果発表会が、つくば国際会議場（エポ

カルつくば）で 月 日に開催された。この発7 24
表会は、環境研究に携わる国立および独立行政法

人の 研究機関が情報を相互に交換し、環境研10
究の連携を緊密にすることを目的としている。参

、 、加者数は 連絡会関係機関から 名および大学147
公的・民間研究機関、報道機関等から 名であ37
った。

はじめに、農環研の陽理事長から、開会の挨拶

があった。この中で 「分離の病」を克服し 「国、 、

際・学際・地際」を推進し 「俯瞰的視点」を維、

持し続け 「自他の共生」を図るという四点から、

環境研究を推進することが重要であり、この意志

の現れの一つが、この成果発表会だとの紹介があ

った。

続いて、大きく大気、物質動態および生物に分

類されたテーマ順に以下の講演発表があった。

．気候変動に関わる気象・沿岸災害の長期変動1
予測

松浦知徳（防災科学技術研究所）

．気象研究所における黄砂研究の現状と展望2
佐藤康雄（気象研究所）

．海洋の二酸化炭素吸収の観測と解析に関する3
研究

野尻幸宏（国立環境研究所）

．炭素循環フィールド観測と対策技術評価4
山本 晋（産業技術総合研究所）

．農業環境におけるダイオキシン類の動態とそ5
の制御技術

上路雅子（農業環境技術研究所）

．自然共生型流域圏・都市の再生に関する研究6
藤田光一（国土技術政策総合研究所）

．炭素収支に係る主要貝類の生物機能に関する7
研究

中村義治（水産総合研究センター）

．メソコスム実験による干潟生態系の動態と干8
潟再生に関する研究

桑江朝比呂（港湾空港技術研究所）

．新しい調査ツール、マルチテレメトリシステ9
ムを用いた野生動物研究～河川工事が野生動物

の行動に与える影響評価～

傳田正利（土木研究所）

．地域の生物多様性を単一の希少種で代表さ10
せることの問題点

尾崎研一（森林総合研究所）

番目に農環研から発表した上路前環境化学分5
析センター長から、食品の安全・安心の確保およ

び農業生態系を保全するために、農作物や農業環

境におけるダイオキシン類の挙動解析、汚染軽減

および動態制御を目指した技術開発について、こ

れまで農環研で実施されてきた研究成果が紹介さ

れた。

最後に、 月から連絡会事務局を引き継ぐ、10
国立環境研究所の合志理事長の挨拶があり、来年

度も何らかの形で研究会を開催することが提起さ

れた。
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講演発表をする上路雅子前環境化学分析センター長


